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箱育苗における水稲苗の生育障害防止法

1月九わop≠β菌による障害発生の要因

小　川　勝　美・渡　辺　　茂
（岩手県農業試験場）

1　ま　え　が　き

稚苗機械移植栽培が急速に普及されるに伴って，こ

の育苗方法が箱育苗という特殊な環境の下で行われる

ことから，従来の育苗法では全くみられなかった障害

が新しく問題となってきた。なかでもRAiz叩乱♂菌に

による苗の生育障害は健苗育苗上の大きな問題となっ

てきている。この発生要因については目下検討中であ

るが，これまでに判明した点について概要を報告する。

2　　試　験　方　法

1　障害の発生様相

多発生した育苗施設の調査及び接種試験の観察によ

った。

2　菌糸伸長と温度の関係

発病した菌箱から分離した月鳥よZ叩ひ∫菌を用いて，

PDA培地上での25．25．28，51及び54℃におけ

る菌糸伸長を測定した。測定は24，48及び72時間

後に行った。

5　出芽温度と菌の発生

箱当り24ログを播種して出芽温度を28，51．及び

54℃の温度に設定して，菌の発生との関係を検討し

た。菌の発生程度は観察によって－～†什の4段階評価

とし．調査は接種4日後の緑化時に行った。

4　催芽条件と菌の発生

種子の催芽の有無及び催芽後に芽が乾いた場合の発

生について検討した。催芽は1～2m程度とし，芽の

乾燥は催芽種子を50分間陽光にさらして行った。

5　種子の傷籾混入程度と菌の発生

人為的に作った傷籾を種子に混入し，菌の発生との

関係を検討した。なお，傷籾の中には水漬け，催芽中

に玄米の露出したものもみられた。

‘　培土の種類と菌の発生

培土の種類と菌の発生との関係について検討した。

培土は第4表に示す人工培土5種類と火山灰畑土壌を

供試した。種子は鳩胸程度に催芽し，箱当り210才を

玄米10才と混播した。

7　培土の水分量と菌の発生

出芽時の培土水分量を「甚」，「多」，「少」の5

段階に設定し，箱は杭重式，棚掠式とした。なお，水

分量「甚」は底をビニールで包んだ排水孔のない育苗

乱「多」は出芽処理中の1日間だけ底の排水孔をビ

ニールで閉じた育苗箱，「少」は底に間隙があり排水

の良好な木製育苗箱をそれぞれ用いた。また，培土は

高圧滅菌火山灰土壌を用い．これにパレイショ煎汁液

加用バーミキライト培養菌を培土の10解量混入した。

種子は鳩胸程度に催芽し，箱当り24ログ播種した。溜

水量は約1．5必とした。

8　線化時以降の温度条件と菌の発生

前項7に準じて播種，出芽処理した育苗箱を5カ所

の異なった環境の下におき，出芽後の温度経過と菌の

発生との関係を検討した。なお，育苗環境は次のとお

りであった。

①ガラス室　　平均気温　25．0℃（8．5～58．0℃）

②ビニールハウス　同　上199℃（4．5～5占．0℃）

③室内（半日影）同　上15．7℃（占．5～20．5℃）

5　試験結果及び考察

1　月Aiz叩払∫菌による障害の発生様相

播種2～5日後から種子の周囲及び覆土表面上に白

～灰白色の菌叢が認められ，幼芽，幼根に綿状に絡ま

る。このため出芽，発根が著しく抑制され，特に板で

は種子板の肥大現象がみられ，冠板の発生が少なく棒

状板となり，板張りが著しく悪くなる。また，中茎の

伸びすぎ，歪曲及び開葉の肥大現象なども認められる。

更に，開葉～第1葉が褐変腐敗して枯死する。発生の

はなはだしい場合は箱全体が枯死するか，軽いもので

も菌の生育が不斉－となり，板の絡まりが少なく，こ

のため機械によるかきとりが一様でなく欠珠の原因と

なる。

2　月AiZ叩払∫菌の菌糸伸長と温度の関係

実験範囲の25～54℃では51℃，54℃の温度で

特に旺盛な伸長が認められ，培養24時間後には菌叢

直径で8．5C原以上にも逢した（第1回）。このことから

菌の生育適温は51℃以上の高温にあると考えられる。
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の関係

5　出芽温度と菌の発生

出芽温度28，51及び54℃では54℃で菌の発生

が最も多く，板の障害が認められた（第1表）。51

℃及び28℃ではやや少なめであった。28℃では部

分的にダ払∫αγhm菌の混発が認められた。このことか

ら出芽温度が54℃と高い場合は属んiz叩払∫菌の発生を

助長し，逆に出芽温度が低い場合はこれより発育適温

第2蓑　催芽条件と菌の発生

の低いF払∫αrium菌の発生を助長する可能性もあると

考えられる。

第1衰　出芽温度と菌の発生

出芽

温度
区

別

出 芽
状 況

播種 4 日後の商量 同左生育状況

地　 表 地　 中 草　 丈 板　 長

28 ℃
A 疎

十

十
Cj形
2．D

Cj形

5．5

丑 不出芽 14 ＊ ／ ／

5 1℃
A 揃い ＋ ー～＋ 5．1 5．8

B 疎 11 引－ ／ ／

54℃
A 揃い － ＋～一汁 5．1 2．7

B l 疎 ≠ †什 ！ ／ ／

注・1）区別Aは鳩胸程度の催芽種子播種，Bは不催

芽種子に玄米15㌢湿播

21商量；－発生なし，＋わずかに発生がみられ

る，≠箱全面に発生がみられるが，密度は低

い，帖箱全面に発生し．密度も高い。

3）＊；如拙”高澗菌が混合発生。

4　催芽条件と菌の発生

催芽種子の過度の脱水は菌の発生を多くし，また．

不催芽種子の播種も出芽までの所要時間が長びき多発

した（第2表）。このことから播種作業の能率化を図

るための種子の過度の脱水や，作業中の芽の乾き過ぎ．

あるいは不催芽種子を播種した場合の出芽の遅れなど

は菌の発生を助長するものと考えられる。

種　　 子　　 の　　 予　　 括
播種 4 日後の菌量

出芽状況 草　　 丈
地　　 表 地　　 中

①　 水潰 （5 日）一一→ 催 芽 一一→ 水切 り→ 播 種 ＋ ＋～≠ 揃　 い
　 C刀

2．8

②　 〝　　　　　　　 〝 一・・一→　 〟・．→陽光→ 〝 羽－ ≠t やや不揃い 2．5

③　 〝　　　　　　　　　　 ）水切 り一一・一→ 〝 ＋ l　 ≠ 　　 〝l
1　 2・5

注．出芽温度54℃，菌量の観察は第1表に準ずる。

5　種子の傷楓混入程度と菌の発生

種子に傷籾が混入した場合は混入程匿が高いほど菌

の発生が多かった（第5表）。傷籾の混入は着菌を容

易にし，また，以後の増殖を助長するものとみられる。

8　培土の種類と菌の発生

播種4日後の菌の発生状況は，地表面では各培土と

もほぼ同程度に観察されたが，地中の種子の周囲にお

ける発生では培土による差異が認められ．くみあい専

用培土では最も発生が多く，くみあい合成培土では少

第5哀　傷籾の混入と菌の発生

区　　　　　　　　　　　 別
播種 4 日後の菌量

地　 表 地　 中

1 無　　 傷 － －

2 傷扱（2．9 肇）
－ ＋～－什

5 傷籾（8．7％）＋玄 米（10．4 多 ） 廿 」≠

注・出芽温度54℃，菌量の観察は第1表に準ずる。

なめであった（第4衰）。同15日後の地中の発生程
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第4衰　培土の種炉と菌の発生

培　 ‾　　　　 土
容 積 垂

（ダ／ 100 cc ）
形　　　 状

播　 種　 後　 の　 菌　 量 健 全 首 の生 育 状 況

（播 種 15 日後 ）4　日 後 1 5 日　後

地　　 表 地　　 中 地　　 中 草　　 丈 板　　 長

1 くみ あい専 用 培 土 1 1 0．2 細粒 ～ 粉 状 ＋ ～ ＋ト 廿 一帖
　 ぐ初

見 5
　 C烈

2．5

2　くみ あい合 成 培 土 1 0 5．2 中　 粒　 状 羽－ ＋ ＋ 1 1．8 占．2

5 くみ あい 粒 状 培 土 8 8．5 小　 粒　 状 羽－ ＋ ～ †ト ＋ ～ 一什 1 0．d 4．1

4 火　 山　 灰　 畑　 土 7 0．0 粉　　　 状 十 ～ 対日 ＋ ～ ≠ ＋ ～ †「 9 1 4．5

． 出　　　　 5 4 ℃ ．　 ▲量 の　　 は　 7 1 蓑 に　　 る。

慶もこれと同様であった。一方，播種15日後の健全

苗の生育状態をみると，中粒状で孔隙に宮むくみあい

合成培土では草丈，根長とも勝り．生育が良好であっ

たが，細粒～粉状で容積重の大きいくみあい専用培土

では板長が著しく劣り，生育も遅れ気味であった。こ

れらのことから，苗の生育を促進するような形状．組

成の培土では菌の発生が少なく，逆に生育を停滞させ

るような培土では菌の発生が助長される傾向にあると

考えられる。

7　培土の水分量と菌の発生

培土の水分保持は播種4日後の観察では，ほぼ規定

第5衰　培土の水分量と菌の発生

どおり維持されていた。この処理条件下における菌

の発生は「甚」では播種8日後まで少なめであった

が，その後種子の腐敗とともに著しく増加した（第

5表）。「多」，「少」区においても，出芽時覆土

の持上りもあって，播種層において菌の発生が多め

であった。出芽法による差は判然としなかった。こ

れらのことから，酸素不足により出芽不良を起こす

ほどの過湿状態にある「甚」は例外としても，「多」，

「少」区の菌の発生からみて，通常の出芽勉理時の

培土水分は常に菌の発生に好適した状態にあるものと

考えられる。

出　 芽 法
培 土 の

水 分 量

播　 種　 後　 の　　 菌　 量

備　　　　　　　 考鹿 種 4　日 後 同 8 日後 同 12 日後

地　　 表 地　　 中 地　　 中 地　　 中

墳　 墓

甚 －～ 十 十 ＋～ ≠ †什 覆 土 多 湿　 出芽 不 良

多 〝 1≠ 1＋ 」＋

少 〝 一什 十十 ≠

棚　 積

甚 －へ・＋ ＋～一汁 ＋ 1≠ 覆 土 多 湿　 出芽 不良

多 ．γ 叫 十十 ≠ 1 出芽 時 覆土 の 持 上 り

少 〝 †什 一汁 ー什 J 顕 著

注．出芽温度50～51℃，菌量の観察は第1表に準ずる。

8　緑化時以降の温度条件と菌の発生

出芽後の育苗温度が低めに経過した室内区では，ガ

ラス室内やビニールハウス内のように温度が高めに経

過したものに比べ菌の増加が著しかった（第6蓑）。

また，播種11日後の苗調査でも室内区は生育が停

第8表　線化時以降の温度条件と菌の発生

滞気味で，桂子の腐敗，褐変苗が多く，草丈も劣

った。これらのことから．菌の発生は出芽処理中に

みられるものの他に，出芽後低温に経過し，苗の生

育が停滞するような育苗環境においても発生するもの

と考えられる。

育　 苗　 場　 所

播　 種　 後　 の　 菌　 量
褐 変 首 率

（播種 11 日後 ）

草　　 丈

（ 同　 左 ）
4　 日　後 8　 日　後 11 日 後

地　　 表 地　　 中 地　　 中

1 ガ　 ラ　 ス　 室 － ～ ＋ 一汁 ＋
1 0．6 肇 Z S C刀

2　ビニー ル ハ ウス 十 ＋ ～ ≠ ＋ 1 9　7 7 1

5 室　 内 （半 日影） ＋ ＋ ～ ・什 1≠ 2 4．1 ‘．0

注．出芽温度50～51℃，菌量の観察は第1表に準ずる。
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4　　ま　　　と　　　め

RAiZ。p払∫菌による苗の生育障害の発生は，菌の発

生が出芽処理期間の播種2～5日後ぐらいから起こる

ものと，出芽後線化～硬化処理期間の育苗中に起こる

ものとに大別された。出芽処理期間の発生は，①不催

芽種子，催芽種子の過度の脱水や乾燥．傷籾混入種子

などの使用，（計通気性や排水不良の培土．育苗箱の便

用．③出芽処理中の高温，多湿などがあげられ，これ

以後の発生は緑化～硬化期間中の低温などが発生要因

と考えられた。

以上の諸要因のほかにも月んiz叩払∫菌の発生を誘発

する条件はいくつかあると考えられるが，発生機構の

解明とともに今後に残された問題であるので，検討す

る予定である。

直交表配列によるいもち病の総合的防除効果解析
＊　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　＊

橋本　　晃・阿部　憲義・平野喜代人

（＊福島県農業試験場空＊

いもち病防除においては農薬散布，品種選定を含め

た耕撞法の改善，土壌改良など従来から効果が明らか

にされている技術でも，それらを複数個組み合わせた

場合には全体の防除効果に占める個別技術の評価は必

ずしも明確でない。

奥野らによって解説されているように直交蓑利用に

よる要因実験は多数因子の効果を同時に推定する上で

有効な手段である。筆者らはこれを適用して，気象条

件の異常変動を想定した遮光処理下で，施肥量の多少，

珪カル施用の有無．農薬散布を組み合わせた試験を行

い，これらの総合的防除効果と併せて各因子の効果解

白河病害虫防除所）

折を行った。

本試験を実施するに当たって直交表の割付けと調査

結果の電算機処理には農技研試験設計研究室広崎昭太

室長の御指導と御援助を受けた。ここに記して謝意を

表する。

試　　験　　方　　法

1975年，農試内の5aの水田を52区（5．5×5．5m）に区

割し，第1表に示した5田子を132直交表に割り＿付け

て試験区とした。品種はササニシキを供試し，折衷苗を

5月24日に5DX20C詔の密度に1株5本ずつ移植した。

第1表　処理内容と因子のL32直交蓑への割付け

因　　　　　　 子
処　　 理　　 内　　 容 132 直 交表

列　　 番水　 準　 1　　　　　　　　　　 水　 準　 2

R　　 ブ　ロ　ッ　ク R I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 R　2 （1）

K 珪カル施用の有無 無　 施　 用　　　　　　　　 珪カル20吻／a施用 （2）

N 窒素施肥量の多少 多肥 （N ：0．8 ＋C．5毎／a ）　 少肥（N ：0．4 ＋0．1毎／a ） （4）

A 芸完急呈慧象農薬 無　 散　 布　　　　 舛2 ，勿8 ， 2 回散布 （8）

B 鮎 錆 墓象農薬 無 散 布　　 ％ （警冨訟 ‰ （穂揃期）
（15）

S　遮 光　の　有 無 無 遮 光　　 策 警亮琵琶 ～％ の2時間
（18）

注・供試水田は灰褐色土壌粘土質構造マンガン軋　燐酸吸収係数770，有効態珪酸98m才／100才。

堆肥は耕起前に120毎／乱を全面施用し．珪カル（可

溶性珪酸55肇）は耕起後ブロックごとに20吻／a

を散布しておいた。肥料は湛水荒代かき時に全区一律

にa当たりⅣ0・4軌　P2050・8極，Ⅹ200．8晦を硫

安．過石，塩加で施用した後，ビニール波板で仕切り

を入れ，多肥区にNO．4毎を追加した。追肥は7月19

日に多肥区N O．5毎，少肥区N O．1毎あて　硫安で施

用した。遮光処理は2試験区にまたがるように遮光枠

（長さ5m，幅2．5m，高さ1．5m）を置いてクレモ

ナ寒冷紗♯514（灰色）を張った。なお枠内の通風を


